
   再生PET繊維ブランド「&+®」から推進する
　サステナビリティ・ビジョン
　東レは「&+Ⓡ」をPETボトルリサイクル活動のシンボルとして、広
く訴求するとともに、高付加価値PETボトルリサイクル繊維のグ
ローバルな拡大を目標としています。この製品のテーマが「共に創
る、自分らしくいられる未来を」である通り、活動に関わる回収者・
生産者・消費者が相互に繋がることを促進し、社会的なムーブメン
トに高めるためのアプローチを重視しています。
　まず製造に向けた課題は品質確保であり、これまでは混入異
物により、製造される糸種が定番品に限られるなどの難点があり
ました。これに対して「&+Ⓡ」では、PETボトルの高度な洗浄・異
物除去の技術を持つリサイクラーとの協業で、高品位な原料の供
給安定化に取り組んできました。その後、ペレット化されたものは
高付加価値な製品の生産が可能となりました。
　また、一般的に合繊繊維の糸の断面は丸いものが主ですが、
近年では多様な生産技術を用いて、糸を異型断面にすることで、
さまざまな風合いや機能を付与しています。
　その技術を東レ独自の紡糸口金・ポリマー技術により極限まで追求
したものが、ナノサイズの革新複合紡糸技術「NANODESIGNⓇ」※２

（ナノデザイン）です。今後は「&+Ⓡ」についても「NANODESIGNⓇ」
技術などにより、さらなる高付加価値化を検討していきます。
　回収したPETボトルを活用し、糸だけではなく生地や製品のオペ
レーションも複合した工程の組み合わせで、より特徴のある開発を
進めていくことが、さらなる循環型社会の貢献にも繋がっています。

東レ株式会社は、1926年にレーヨン製造会社として創業し、現在では有機合成化学、高分子化学、バイオテクノ
ロジー、ナノテクノロジーをコア技術として、繊維、機能化成品、炭素繊維複合材料、環境・エンジニアリング、ライフ
サイエンスといった様々な分野に素材をグローバルに供給する総合化学企業です。2020年1月に回収PETボト
ルを原料として再利用するリサイクルポリエステル繊維ブランド「&+®」※１（アンドプラス）の販売を開始しました。
2021年には繊研新聞社主催の「第52回繊研合繊賞」において、「&+®」の展開拡大でサステナブル部門賞を受賞。
創業より培われてきた高度な技術を活かし、時代とニーズに応えた新素材の開発・提案を続けています。

協栄産業株式会社は、2011年よりサントリーグループとの協
働で飲料用ボトルとして繰り返し使うことができるボトルtoボ
トルリサイクルの開発・普及に取り組み石油資源の利用抑制と
大幅なCO２排出削減に成功しました。また、2018年には世
界初となる「F（フレーク） to P（プリフォーム）ダイレクトリサイ
クル」を共同開発しました。これは、回収したPETボトルから
飲料用PETボトルをつくる上で従来のプロセスだった、ペレッ
ト製造時とプリフォーム製造時の２回の樹脂溶融工程を１回
に集約するもので、輸送・製造コストの削減およびCO２の排出
量の約25％削減を可能とする技術です。このFtoP製造ライ
ンは、2020年に増設され生産数を増大し、時代に先駆けて、
PETボトルからPETボトルへの水平循環型リサイクルを推進
してきました。

国内最大のPETボトルリサイクルペレット製造工場
「協栄J&T環境株式会社」の誕生
　これまでは東日本にしかボトルtoボトルの事業所がありません
でしたが、2018年に起こった西日本豪雨を受け、道路が寸断する
などの影響によるBCP（事業継続計画）の観点から、西日本にも
ボトルtoボトルの拠点となる工場設立の要望が、大手飲料メー
カーより多く挙がりました。そこで協栄産業は、以前より取引の
あったJ&T環境株式会社との合弁により、2020年にリサイクル原
料製造メーカーとして「協栄J&T環境株式会社」を設立、三重県
津市のJFEエンジニアリング（J&T環境の親会社）津製作所内に
て着工からわずか１年でフレーク製造工場を竣工し、「西日本
PETボトルMRセンター」として商業運転を開始。22年にはペレッ
ト工場も稼働し、中部・東海地区で初のボトルtoボトル原料の製
造を一貫して行う工場を立ち上げました。迅速に事業展開を進
めた理由としては、2018年の中国による廃プラスチック輸入禁止
措置もあり、国内で排出される廃PETボトルの行き先がなくなるこ
とを見越してのことでした。

徹底された高い安全性とサステナブル・パッケージの実現
　PETボトルの仕入れは、容器包装リサイクル協会（容リ協）ルー
トと自販機やコンビニ・店舗など事業系回収会社との取引が半々

となっています。事業系回収PETボトルの課題としては、やはり品
質がさまざまであることです。特に内容物が残っているものが最
も支障があり、これはキャップ・ラベルを取って、ボトルと同じリサ
イクルBOXで回収されるだけでも、かなり改善されます。分別さえ
されていれば、多少汚い品質のボトルでも技術力で補い、高い品
質の再生が可能です。
　さらに協栄産業が独自開発した「MR-PET」は、バージン原料
と同等の評価を実現した高品質樹脂です。最先端のテクノロジー
で表面についた汚れはもちろん、真空・高温下で樹脂の中に染み
込んだ不純物までを徹底的に除去。さらには物性の劣化を防ぎ、
基準となるIV値（固有粘度）を0.80に回復させ、同じ用途で繰り
返し使用可能となっています。
　協栄J&T環境のPETボトルリサイクルは、原油からPET樹脂を
生産するのと比較して63％のCO₂削減効果があります。また、工
場建屋の屋根には太陽光発電設備を設置しており、このエネル
ギーも加味すると、CO₂削減は約65％削減となります。さらなる効
果のため、ボイラーに使用されるLPガスを天然ガスに変えること
も検討中です。
　今後もボトルtoボトルを志す人 と々ともに、安全な品質の再生
PET樹脂を供給し、循環型社会への貢献を継続していきます。

（取材日： 2023年4月5日）

代表取締役社長 古澤 栄一
取締役 冨岡 浩一
センター長 周藤 孝雄
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※１、※２：「&+Ⓡ」と「NANODESIGNⓇ」は東レ株式会社の登録商標です。

協栄J&T環境株式会社 西日本PETボトルMRセンター
本 社： 三重県津市雲出鋼管町1番地 JFEエンジニアリング津製作所内
設 立： 2020年
処理能力： 6万トン/年（約30億本/年）
URL :    https://kyoei-jtkankyo.co.jp

   ブロックチェーンを活用したトレーサビリティシステムの開発
　東レでは、2050年までの達成を目指す「サステナビリティ・ビ
ジョン」の一つとして掲げる「資源が持続可能な形で管理される世
界」に向け、製品の回収・再利用などによる循環の可視化・透明化
にも着手しています。これは回収されたPETボトルの出処を証明
できるよう、サプライチェーンを通してロット番号で管理するもので、
ブロックチェーン技術を有する企業と協働し、「&+Ⓡ」を使用したア
パレル商品のタグにQRコードをつけ、トレーサビリティシステム構
築のための実証実験を2022年から開始しています。製品を通じ
て、信頼性の確立は勿論、消費者を含むステークホルダーの循環
型社会への参加を促すことで、資源の持続性・循環が普遍的とな
る社会の実現の推進に貢献しています。

　「&+®」浸透のための社員への取り組み
　東レグループでは、繊維事業のほか、樹脂、フィ
ルム、炭素繊維、医薬・医療事業など多くの事業を
行っております。そのため、東レグループ従業員へ
の「&+Ⓡ」活動啓発のため、オフィスや工場の自販
機やリサイクルボックスに、独自に作成した「PETボ
トルを繊維に」などのメッセージを表示した「&+Ⓡ」
のステッカーを掲示。インナーブランディングを推
進していくための取り組みを行っています。

　（取材日： 2023年3月29日）
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｜　協栄J&T環境株式会社  西日本PETボトルMRセンター　｜

ボトルtoボトルの先駆者。追い求めるサステナビリティ

東レ株式会社 
本 社： 東京都中央区日本橋室町2-1-1 日本橋三井タワー
大阪本社： 大阪市北区中之島3-3-3 中之島三井ビルディング

設 立： 1926年(大正15年)
従業員： 7,175人（国内・海外関係会社含む合計48,842人）(2022年3月末現在)
URL: https://www.toray.co.jp

（左から）古澤社長、冨岡取締役、周藤センター長
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